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　わ が国で 用い ら れて い る避妊法の内容に関 しては ， 笛日新聞社人□ 問題研究所が定期的

に行っ ている全国冢族計画世論調査がある．表 1はそ の結果の一部を示す．こ の調査の 対

象は家庭の 主婦を主と して いるために ， 必ずしも避妊の全体像を表して いるとはいえない

が ， わが国ではほかに同 じような内容の 全国規模の調査がない ため，重要な資料と して 評

価 されて い る．

　 　　　　　　　 　　　 （表 1 ）わが国 の 避妊法使用率 の 年次推移

　 　　　　　　　 　　　　　 ：毎 日新 聞 社人 ロ問題研 究所 1 全国家族計画 世論 調査 ）
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注 ：回答 二 つ ま で．

　この調査結果が示すように，わが国ではコ ンドー
ム の使用者がつ ね に大多数を占め，オ

ギノ 式が これに つ いで い る．そ してピルと 1UD はこれら に比 して 使用者が少な く ， ペ ッ

サリ
ー

の 使用者は最近極端 こ減 っ て い る．また不妊手術も比較的少な い．

　諸外国 では先進国，開発途上国を問わす，不妊手術 （一般 に女性側が主体），ス テ ロ イ

ド避妊 （経ロ 避妊薬 ， 注射法）， その 他がそれぞれほぼ 『／ 3すつ を占めて おり ， わ が国

の 実搆は特異的である．
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　避妊法を選択する場合， 各避妊法の効果と ， そ れ を使用する者の年齢や身体的条件が問

題 になるが，わが国で は従来後者のみが取り上げられ，前者が軽視され て き た ことが大き

な 欠点で あ っ た ．避妊効果の低いもの は ， た とえ 副作用が少ないなどの他の条件がよくて

も，避妊法と して の価値が劣る からである．

　各避妊法の 避妊効果を示 した資料はきわ めて 少ない．表 2 − 1はも っ ともよく引用され

るもので，避妊効果 を妊娠率 （失敗率 ）で 表 して いる．表 2− 2は別の資料で，避妊の成

功率で表し ， 上手に使用 した場合（最高値）と ， 普通に使用した場合（
一

般値）とを示している．

　　　　　　　　　　 （表 2−1）各避妊法 の 効 果（1） （Kistner， 1968）
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（表2−2） 各避妊法の 効果（2）
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経 □ 避 妊 薬 99 97〜98

l　　 U　　 D 99 95〜 98

ペ ツ サ リ
ー 97〜9880 〜90

コ ン ド ー ム 98 96〜97

性 交 中 絶 法 85 75〜 80

殺　精　子　剤 97〜9880 〜90

避 妊 ス ポ ン ジ
＊ go 75〜90

リ　 ズ 　ム 　 法 85 70〜 80

自然受胎調節法
’
g4〜9875 〜85

轟

＊

わが国で はまだ市販 され て い な い

　 （Population　 RepOrts，　 Series　M ，1985）

　両者の 成績が必すしも一致 して い ない のは，避妊効果の客観的な評価がそれほど容易で

な いこ とを 示 して い る．そ して効果の点から 見た場合 ， 評価で きる 避妊法は経口 避妊薬，
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1UD， ペッ サリー
， コ ンドー6 であっ て， 他の方法はかなり劣ることが分 かる．

雲　Xlt　　 t　　 ▼　　 th 壷
一

　避妊効果の もっ とも優れてい る経口避妊薬と 1UD につ い ては ， 本稿 の続編と して取り

上 げられるので，それ以外の 方法に つ いて 述べて みる．

〔1，ペッ サリー
　 dlaphragm 〕

　経 口避妊薬や 1UDの な い 時代にお い て ，避妊に対 する男性側の 協力がない場 合に，女

性が自ら妊娠を防ぐ方法と して ， 高く評価されたもので ある ．しか し新 しい方法の開発と

とも に ， こ の方法も次第に使用者が少なくなり，とくにわが国では ， 現在これ を使用 して

い る数はわすかにな っ て しまっ た．

　ペ ッサリーはサイズの 選定と挿入や取 り出す方法を，初めは医師か家族計画実地指導員

によ っ て指導を受ける煩わ しさに対する 抵抗感と，器具使用後洗浄して乾燥させ ， 繰 り返

し使用する こ とが ， 使 い捨て の 生活に慣れ た若 い女性 に受け入れ られにくい理 由とな っ て

いる．現在国産品はナカヤマ ・ペ ッ サ リ
ー

の
一

製品の み で ， 日本家族計画協会を通 じて購

入で きる．型 （サイズ）の 目安は，ほぼ次のようである．

　60，62．5， 65， 67．5mm …… 未産婦

　70mm ……………・…・一 …… t回経産婦

　ア2．5mm ……・……・……・……
　2回経産婦

　75， 77．5mm ・・………………・3回 経産婦

　80， 85， 90mm ・一 …・……… 4回以上の経産婦

　使用時には避妊ゼ1丿
一

を併用する．挿入がスムーズで あるとともに，避妊効果も上がる．

〔E．コン ド
ーム 　condom 〕

　従来性病予防具 と して発達 して きた歴史がある ことが ， 諸外国では家庭での使用 に抵抗

感を与え て きた．しか し最近工 イズの流行 とともに， 外国で も使用者が急速に 増えて きて

いる．

　避妊効果 を上げるためには，性交の初めから確実に 陰茎に装着するこ と ， 射精後 はただ

ぢに取 り外 して ， 精液が漏れ ない ように 始末する ことを指導する必要がある．わが国には

避妊ゼリー付きのコ ン ド
ー

ム は製品化さ れ てい な いが ， 避妊ゼ リ
ーと併用すれば効果は上

がる ．

〔皿．殺精子剤　 SDermiclde 〕

　 nonQxynOI と memohegol の 2種類があ り， 前者は避妊ゼ 1丿一 （FP ゼリ
ー〔e

）と避妊

フィルム （マイ ルーラ ，

ffV
フィ ルムービスラッ ト

ce’
）， 後者は腟 錠 （ネオサ ンプーン錠

＠
）の

形で 製品化されている．

　 これらの 単独使用による避妊効果はか な り劣る ことを ， よく指導する必要がある．

〔】V，性交中絶法 （腟外射精法）　 withdrawaD

　理 論的 には確実度が高い はすなのに ， 実際には妊娠率が高いこ とは ， 失敗する場合の多

い ことを示 して い る．ま た性感を損ねる 欠点もある．

〔V ． 1丿ズム法 （オギノ式）　 rhythm ・method 〕

　荻野学説を避妊に応用 したもの である．荻野学説が高い評価を受けている反面，オギノ

式の妊娠率が高 く ， 避妊法と しての 評価が低 いの は ， 予定月 経開始日 を想定 して排卵期を

逆算する ために，変動 しやすい排卵期が鈔す しも予測どおりに 訪れな い こと と ， 排卵期の

算出法が一般の者 にと っ て煩雑な ために ， 計算の誤 りが多いこ と，月経盧後は安全期とい

う間違っ た常識がある こ となどによる．
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　オギノ式の応用法の実際を図 1に示す．荻野学説による排卵期の 5日悶と ， 射精後の精

子の生存期間 3日閘を加えた 8日 間を受胎期 （危険期）とする考え方 は，実際には失敗 が

多いの で ， 最近で はその 前後に 2日すつ の危険日をおく．月経周期26日 ， 28Ei｝， 30Eヨの場

含 ， そ れぞれ図 の よう にな る．すなわち月経周期が26〜30日の間を変動する者で は，危険

日は両者を併せ た月経周期第 6日〜第21E］の18［ヨ間に及び ， 月経周期の 変動が大き くなる

ほど，実用価値も
一

層低下する ．

　　　　　　　　　（図 1 ）リズム法（オギノ式）による月経周期と危険日
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〔V【．基礎体温法　 basal　body　temperature ，頚管 粘液法　 muGus 　method ，自然受胎

　　 調節法　 natural 　family　Plannlng （NFP ）〕

　基礎体温の低温期最 終日の翌日より s 図 2 のよう に数 えて 2日目まで を排卵期と考え，

1日の余裕 をお いて 4日 目 より安全 日とする．基礎体温が階段状に上昇 して 排卵期の 明瞭

でない者や，かぜ な どで 発熱 した揚合は使用

で き ない．また基礎体温法とい う独立 した避　　　（図 2 ）基礎体温の 避妊へ の 応用

妊法があるわけでなく，安全 日まで は他の 方　　　　t．t．tt ．ttttt．tt．．．　 tttt
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し，頚管粘液の増加を見て 排卵期を知る方法

である．覇断が必すしも 容易で なく ， 牲交 の

翌臼や腟炎の場合 には利用で きな い，

　リズム 法しか 認めないカ トリ ッ ク教徒など

eca，そ肪 法の欠点を補うたtOI・， リズム ド

謙藩鞭 あ纐
酬

舞灘纏 鑿
　医学的根拠 に乏 しく ， 実用的価値がな い．

〔圃．避妊ス ポン ジ　contracePtive 　sDonge 〕

　ポ 1丿ウレタ ン製の ベ ッサ リ
ー

型 の スポ ン ジに ， 殺精子剤の nonoxynol を含ま せ たもの

で， Today とい う製品名で 欧米で市販 され ， 広く 用い られ て い るが ， わ が国で はま だ使

用さ れて い ない ，避妊効果はほぼベ ッ サリ
ー

と 同じ で ある．
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